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　発災から5年。地震や津波による復興は、ま
だまだとはいえ、それなりの時間を経て、確実
に進んではいる。しかし、原発事故については、
その後、いろいろな事実が明るみに出て、時間
が経てば経つほどにその深刻さは増すばかりだ。
　岩手県や宮城県とは異なり、さまざまな事情
がより複雑に絡み合う福島県―。まるで知
恵の輪のようなその鎖を解くのは、これからの
日本国全体の課題でもある。
　福島県に自施設を構える全老健の本間達也副
会長に、5年前のあの日のこと、震災以後、加
速度をつけて深刻化する人材確保の問題につい
て、改めてお話をうかがった。

地震発生直後から 1か月間 
とにかく無我夢中だった

　5年前の地震が起きたあの瞬間、私は、県庁の
隣の古いビルの5階の部屋で、県の介護に関する
会議の最中でした。ちょうど地震が起こる直前に
携帯に電話が入ったため、退席して廊下で話をし
ていたのです。突然、グラッと揺れ、「あ、地震
だ！」と、思わず電話の相手に伝えました。その
うち、立っていられないほどの強い揺れになった
ので電話を切り、地べたに這いつくばりました。
確か、福島市内は震度6 だったと思います。非
常に激しく長い揺れでした。これまでに経験した
ことのない感覚でしたので、大げさではなく、死
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ぬかと思いました。少し揺れがおさまったところ
で、もう会議どころではなくなり、私は外へ避難
するため階段を駆け下りました。
　揺れはしばらく断続的に続いていました。気が
動転していたのでしょう。1階を通り越し地下ま
で下りてしまい、慌ててまた駆け上がったのを覚
えています。そして、激しい揺れにより歪んで開
かなくなった扉をなんとか蹴破り、外に出たら、
壊れた窓ガラスやなんやらが割れて、一面に破片
が散乱していました。
　県庁の前に、たまたま普段からよく使っている
顔見知りのタクシーが停まっていたので、それに
乗って施設へ急ぎました。いま思うと、あのタク
シーに乗れたことはラッキーでした。あれに乗れ
なかったら、たぶんその後はもう車はつかまらな
かったと思うので、帰れなかったでしょう。途中
の道路にも亀裂が入ったり、水道管が破裂して冠
水していたりしましたが、なんとかそれらを迂回
しつつ施設へたどり着きました。
　施設建物のなかへ入ると、そこは惨憺たる状況
でした。特に3階がひどかった。産業廃棄物のゴ
ミ捨て場かというほどに、ありとあらゆる物が倒
れて重なりめちゃくちゃでした。ただ、人的な被
害がなかったことは幸いでした。
　そこからは、携帯も固定電話もつながらない、
電気・水道・ガスは止まり、もうアウトドア体制
です。通所で来ていた利用者も家族と連絡がつか

ず帰れませんから、とにかく日没までにその方た
ちの寝る場所を2階のナースステーション前の
ホールに確保しました。それまで特に訓練などし
たことはありませんでしたが、そのときの職員た
ちの連携は見事でした。皆、家族と連絡もつかず、
自分自身も不安だったと思いますが、懸命に職務
を全うしてくれました。ああいう極限状態のとき、
人間は団結するんだな、と思います。あのときの
職員たちの行動を、心から誇りに思います。
　その後も余震は続き、いつまたあの大きな揺れ
がくるかと思うと不安でたまりませんでした。そ
うこうしているうちに、翌日は東京電力福島第一
原子力発電所の水素爆発です。当時、現地では、
情報といえばラジオのみでしたし、正直、あの頃
は放射能の脅威さえもまだピンときていませんで
した。周辺の人たちも皆、平気で外に出て水の配
給に並んでいたと思います。
　結局、アウトドア体制は2～3週間は続き、私
自身は、地震から2日後に電話がつながり、家族
と安否確認だけはしましたが、約1か月、自宅に
帰りませんでした。
　ガソリンが不足していたので車も使えず、停電
でエレベーターも動かない。そうなると、自分の
足で動ける距離しか移動できず、自分の手で持て
る物しか運べません。電話も用をなさないとなれ
ば、自分の声が届く範囲にしか情報を伝えること
もできないわけです。原始的な行動様式にならざ
るを得ず、普段、どれだけ便利に暮らしているか、
そのありがたみを実感しました。
　そんな生活をいま振り返って、何がいちばん大
変だったかといわれれば、やはり物流がストップ
してしまったことでしょうか。普段、スーパーや
コンビニに行けば物があふれていますが、それは
常に流通が滞りなく続いているから。しかし、ひ
と度それが途絶えてしまうと、たちまち物はなく
なり、都市機能は一気にまひしてしまいます。福
島県は、原発に近い地域をトラックが通りたがら

ず、余計に物が届かないという事情もありました。
　施設としては、食糧もさることながら利用者の
ための薬や点滴液が足りなくなることが心配でし
た。流動食の利用者には、法人内の医師で話し合
い、1日2食に減らして対応したり、一時はとに
かく“生き残る”ことが最優先の、非常時対応を
迫られました。

癒えることのない震災の傷跡 
仮設住宅の人の孤立が深刻

　5年が経過し、福島県における日々の暮らしや
街の機能は、原発から近い浜通り地区を除けば
（ここの地区の問題は、深刻かつ複雑すぎて、簡
単には話せません）ほぼ元どおりになったともい
えますが、何かが決定的に変わってしまいました。
　それは街の“空気”とでもいいますか…。やは
り、地震や津波という天災だけではなく、原発事
故という人災を抱えているからでしょう。そこが
他の被災県と違うところです。街のいたるところ
で続く除染作業、全国からやってくる作業員たち
の姿など、以前はなかった光景が日々、視界に
入ってきます。
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　それは福島県にとってケロイドのようなもの。
決して完全には癒えることのないあの震災の生々
しい傷跡です。厳しい現実をつきつけられるよう
で、暗い気持ちにもなります。実際、除染作業に
関しては、その効果への疑問、あるいは弊害、二
次被害（一部の作業員による窃盗、喧嘩など）等、
いろいろな問題を孕んでおり、複雑です。
　しかし、そうした除染作業も、あと2年ほどで
終了するでしょう。そうなると、それに従事して
いた人たちは、今度はオリンピック関連の仕事に
流れていきます。それを受け、この数年間の除染
バブルで景気がよかったところのなかには倒産す
る会社も出てきます。県内の繁華街や商店にも影
響は及びます。いずれにせよ、地元は振り回され
るわけです。
　また、沿岸部の浜通り地区の被災者が、真ん中
の中通り地区や新潟寄りの会津地区の仮設住宅で
いまも暮らしていますが、彼らの孤立も深刻です。
原発被災者は、東京電力からの補償の問題等もあ
りますし、仮設住宅を離れられない。そうした事
情がよくわからない人からすれば、「あの人は、
補償金をもらって働かずに遊んでいる」と見えて
しまう場合もある。そこへもってきて、もともと
地域性により文化や習慣が違うので、互いに馴染
めず、溝ができるという構造があります。
　自然が豊かで人ものんびりと暮らしていた平成

23年3月11日以
前の福島県には、
もうどうしたって
戻らないのだと思
うと、何ともいえ
ない気持ちになり
ます。かつて東京
の千疋屋（注：老
舗高級果物店）の
店頭で売られてい
た福島県の高級な

桃や梨・リンゴが、いまは並んでいません。残念
でたまりませんが、それが現実なのです。

あちこちで起こる災害 
「備えよ、常に」

　あの震災を体験した立場から、他の地域の老健
施設の皆さんへ伝えたいことは、全老健の研修会
などでもずっといわれ続けていることですが、
「備えよ、常に」―これしかないと思います。
　具体的に何を備えるかというと、私はあれ以後、
自施設の職員に「施設の車のガソリンは常に4分
の3は入れておくように」と言っています。
　その他、なくなると困るものは、必ず余分に備
蓄しておくこと。例えば、大型台風や爆弾低気圧
が近づいているという予報があれば、すぐに注文
し、いつもより余分に備えておく。水が止まった
り、移動が制限される状況下では、普段使ってい
ない方にも、おむつが必要な場合がでてきますの
で、おむつは必需品だと思います。備蓄量の目安
は最低限1週間分ですね。さらに、新聞紙や段
ボールは汚物処理や暖をとるのに使え、あると非
常に役立ちます。個人的には、手巻きラジオ、長
靴、ヘルメット、懐中電灯。これらは、すぐ使え
る場所に常備しています。
　最近、あちこちで想定外の災害が起きています。
これまで水害などなかった場所で水害があったり、

突然、竜巻に襲われたり…。各地の災害を他人事
ととらえず、いつ自分の身にふりかかるかわから
ないという覚悟をもっておかなければなりません。
　また、いまは法律でも義務化されている避難訓
練。できるだけ、地元の消防団などと協力し、地
域住民とも良好な関係を築いておくことも大事で
す。我々も、あの震災のとき、地域にどれだけ助
けられたか…。老健施設は福祉避難所の指定を受
けていますから、そのための準備も必要です。
　さらに、通常は足し算でサービスの付加価値を
つけていきますが、災害時は引き算のマネジメン
トが必須となります。何が大切かの優先順位をつ
け、本当に大切なこと以外は、思い切って引いて
いく。必要最小限で組織やサービスをマネジメン
トしていくことのシミュレーションを、日頃から
頭のなかでしておくとよいと思います。

ハイブリッドに進めていく人材確保 
医療と介護の真の連携も必須

　最後は、もう毎回、繰り返し言っていることで
すが、人材確保です。これは全国的な問題とはい
え、被災地、特に福島県はもはや加速度的に悪化
しています。なかでも浜通り地区は危機的状況で、
若者がどんどん流出している。
　この深刻さは感覚などではなく、はっきりと数
字にも出ています。5年前の震災時に202万人
いた福島県民が、平成27年12月現在、10万人
減って約192万人。これはすごい数字です。高
齢者は簡単には動けませんから、そのほとんどが
若者だろうと思います。中通り地区にある私の施
設でも、来年度の新卒入職者はゼロです。
　いまの福島県の状況は、将来、日本全体に起こ
る現象の縮図といってもいいでしょう。ですから、
ここをなんとか乗り切らないと、もう日本の介護
は本当に立ち行かなくなります。
　しかしながら、これといった妙案はありません。
東会長が提唱する、元気高齢者の介護助手政策も

重要です。一方で介護の質を向上させていくため
には、新卒の採用も進めていくことも必要。その
ための介護のイメージアップ戦略も大事でしょう。
もうありとあらゆることをハイブリッドにやって
いかないと、間に合いません。それでも2025年
までに約38万人の需給ギャップが生じるといわ
れるその数を埋めることが、はたしてできるかど
うか…。
　これも何度も口にしていますが、介護の義務教
育化、また、若者には社会人になる前に1年間の
介護実習体験を国が推奨する、なども真剣に提案
していきたいと思っています。事態はそれほどに
深刻です。
　そして、肝心の我々自身も、医療と介護の真の
意味での連携に向けて、積極的に働きかけていか
なければなりません。特に、介護に関わる医療の
方に、治療の医療ではなく、生活全体を見据えた
医療介護という視点に頭を切り替えてもらうため
の研修システムを、我々が用意する必要があるの
ではないかと考えています。
　前述の非常時における引き算のマネジメントの
話に例えると、介護における医療とは、できるだ
け体に入れる管を抜いていく方向で進めるもの。
極端にいえば、めざすベクトルが急性期医療と介
護では真逆の場合もあり得ます。
　それはリハビリにおいてもいえることで、いま、
在宅復帰、在宅復帰といって機能をよくすること
ばかりに意識が向きがちですが、本当にそれでい
いのか、と時々疑問に思うことがあります。リハ
ビリももちろん大事ですが、高齢者はもっとやす
らぎとか心の平安さとか、穏やかなものを求めて
いるかもしれない。その視点も忘れてはならない
のではないでしょうか。
　最終的には死生観を見つめ直すということにな
るのかもしれません。地震や津波で一瞬にして多
くの人間の命が奪われたあの震災を振り返るとき、
ふと、そんなことを考えるのです。

左：エレベーターが使えないため、階段に職員が並び人海戦術で食事を運んだ。
右：地元消防団の協力で、ポンプ車で近くの川から水を運ぶ。これは施設の力だけではできない
こと。本当に助かった
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